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ゴヤのシングル ･プレー トにみる版画技法
初期に制作されたエッチング作品から

大村雅章 ･笠原健司

StudyoftechniqueofGoya'sfirstetchings

MasaakiOMURAandTakeshiKASAHARA

Ⅰ.ゴヤの作品にみる表現とその資質

近世ヨーロッパでは伝統的に画家を､タブ

ロー画家 (絵の具を使った表現を得意とする)

とデッサン画家 (単色素描を中心とした表現を

得意とする)の2種類に大別し称している｡あ

えて分類するなら､フランシスコ ･デ ･ゴヤ

FraDCl'scodeGoyayLucl'eJ7teS(1746-1828)は

生粋のデッサン画家といえるのではないだろう

か｡

ゴヤはデッサンに関して比類なきまで正確な

形を追求し､プロポーション (比例)やパース

ペクテイヴ (遠近法)が合致するまで､描いて

は消し､消しては描くことを繰り返す｡可視光

線で捉えることのできる明暗のコントラストは､

光部から影部までの微妙な調子を鮮やかに作り

出す｡消した線や調子の痕跡がまた新たな空間

を生みだし､画面の外側-と広がりを見せてい

る｡しかし､一旦デッサンから油彩画に表現媒

体が替わると､デッサンに垣間見られる観察の

尖鋭さと軽快さが一気に減退し､代わりに油彩

絵の具という重厚で存在感のある物質が画面を

支配する｡絵の具を重ねることで､重層構造よ

り得られる色材は透明､半透明､そして不透明

によるバリーエーションで表現され､そのモ

チーフの質感や存在感に迫っていく｡

素描技法と重層技法との表現方法の狭間で揺

れ続けたゴヤは､素描で描いた図像を油絵の具

で消去し塗り込む手法で､一度は質感を高める

表現方式を兄いだした｡しかし壁や室内という

限定された場所や空間を描くことに対し､重層

に依存する従来の手法に見切りをつけ､個とし

ての内面世界を取り入れ具現化することを次に

試みた｡その結果､イリュージョンとしての空

間を画面で構成する手法にたどり着いた｡その

ひとつとして､色相を排除した明暗のコントラ

ストを強調し､プラッシュストローク (筆跡)

や塗り残しなどの痕跡がもたらす空間のズレを

利用する手法をあみだすことに成功し､それが

包括的な空間表現に繋がることを自らの作品の

中で発見した｡描かれた重厚な部分と部分の響

き合い､そして質感の違いが調和し合う画面は､

空間という形象化困難なテーマに対し､人物や

モチーフという存在感を巧みに用い､配置する

ことで､視覚依存型表現から脱却することがで

きたのだ｡

デッサンの持ち味である軽快で柔軟な線を生

かしながら､油彩画の重量感を殺すことなく､

絵画という2次元空間上に融合させることを追

求することで､ゴヤはようやく独自の表現世界

に到達することができたのではないだろうか｡

そして生来のデッサン画家としての資質は､

銅版画､なかでもェッチングという技法を得る

ことと相まって､作品集としてシリーズ化を続

けながらさらに開花していくのである｡ゴヤが

活躍する18世紀後半は､絵画表現が王侯貴族社

会だけのものから中産階級社会にも広く普及す

る時代となり､その時流にのって大きく展開し

ていくこととなる｡(M.0.)

平成 17年9月30日受理
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Ⅱ.初期の版画における制作動機とシング

ル･プレート

ゴヤの銅版画作品は､四大版画集とされてい

る《カプリチョス》LosCaprichos(1799)､《戦争

の惨禍》LosDesastresdelagwen,a(1863)､《闘牛

技》LaTawomaquia(1826)､そして 《妄》Los

Disparates(あるいは 《諺》)(1864)が広く知ら

れている1｡その中でも､《カプリチョス》は準

備段階で入念に素描され､計画的に制作された

版画集として､ゴヤの素描家､版画家としての

存在を認知させる作品といえる｡また､1790年

代のスペインにおいては最新の銅版画技法で

あったアクアティント2を積極的に取り入れた

ことからも､《カプリチョス》はゴヤ芸術の歴史

において注目すべき作品といえる｡ゴヤが 53

歳の時に制作した 《カプリチョス》は､80点の

エッチングで構成された楓刺版画であり､その

主題は一応に社会の悪弊を皮肉った内容となっ

ている｡ゴヤは､《カプリチョス》についての広

告文で､楓刺の対象の匿名性を主張しつつも､

辛妹な批判を社会的地位のある人物に向けてい

る3｡《カプリチョス》がデセンガ-ニヨ通りに

ある酒類 ･香水販売店でひっそりと販売された

経緯や､53歳でアカデミーの絵画部門の役職に

就くゴヤの社会的地位を考慮すれば､《カプリ

チョス》の制作には明確な動機があったといえ

る｡それは､ゴヤは自らが上り詰めた地位のた

めに知った王室の現状と､先進国フランスの啓

蒙思想に傾倒する文化人たちとの間で自らの立

場を明確に示さなければならなかったという現

実である｡

ゴヤは 《カプリチョス》を制作する以前に､

《ベラスケスの絵画の版画による模写》上が

copiasdeCuadTVSdeVelazquez(以下､《ベラス

ケスの模写》と略記)と呼ばれるシリーズに取

り組んでいる｡《ベラスケスの模写》の最初の新

聞広告がなされたのは1778年のガセ一夕･デ ･

マドリードという広報誌であり､その制作時期

は1785年ごろまでとされている｡一部の作品に

は､既にアクアティントを使った前後の試し刷

りが存在するが､多くはエッチングのみで制作

されている 4｡このシリーズ版画の存在は､ゴ

ヤのベラスケス趣味ばかりでなく､複製版画の

需要と､自国の画家を賞賛しようとする社会的

な動きをも示唆している｡1776年､王立サン･

フェルナンド美術アカデミー創設当初の秘書官

で､『スペインの旅』majedeEspa鮎の著者であ

るアントニオ･ポンスAntonioPonzは､スペイ

ン国内外の古典派の画家たちによる秀逸な作品

を複製版画にして国家事業と成すことを提唱し

ている 5｡その-年後､カルロス三世の内務大

臣であったフロリダブランカ伯爵は､版画によ

る王室絵画コレクションの複製の計画をたてて

いる｡ゴヤが版画によってシリーズ化したベラ

スケスの絵画ももちろん王室コレクションに含

まれる肖像画群であった｡かくしてゴヤは､こ

うした動きに敏感に反応するかのように 《ベラ

スケスの模写》を制作しはじめる｡仕上がった

作品は 1778年の夏にマドリードのビエナ宮-

納められた｡ゴヤはこのシリーズ版画と 1780

年に描いた 《十字架上のキリスト》の功績を認

められ､アカデミーの会員となっている｡《カプ

リチョス》と 《ベラスケスの模写》は､両作品

集とも明確な意図によって制作された作品であ

り､それは画家の周辺事情と画家本人の出世､

あるいは社会的地位の誇示､そして芸術家とし

ての主張が絡んでいたといって差し支えないで

あろう｡

しかし､本論文で扱うシングル ･プレー トを

制作していた時期は 《ベラスケスの模写》と同

時期か､それよりも以前であり､前述の二作品

にみられるような特定の意図によって制作され

たものではなく､画家ゴヤによる別分野-の純

粋な制作熱によって生み出された作品群である

といえる｡シングル ･プレートは､聖主題の作

品が三点と､記録版画といえる作品が一点､そ

して民衆版画の作品が一点となっているが､そ

の表現手法はまちまちで､画家による実験的な

試行錯誤の跡というよりは､作品毎に変化する

初歩的な手法の変遷が見てとれる好例といえる
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だろう｡本論文では､初期のシングル ･プレー

トを検証することで､スペインの大画家ゴヤに

よる初期版画の制作の実態を明らかにしていき

たい｡(T.K.)

Ⅱ.時代背景と銅版画の需要
ゴヤが初期のシングル･プレートや模写版画､

そして《カプリチョス》を制作していた時期は､

スペインにおいて版画の重要性が十分に認めら

れた時期でもあった｡その顕著な例としてあげ

られるのは､王立サン･フェルナンド美術アカ

デミーの版画部門と､王立版画院の設立であろ

う｡そして､前述したように絵画の複製版画の

制作は､アントニオ ･ポンスやフロリダプラン

カ伯爵といった､国家権益に関わる人物によっ

て国家事業として進められていた｡王立サン･

フェルナンド美術アカデミーはその設立当初か

ら､版画やメダル､彫金の部門について､｢三芸

術のうち最も普及が簡単なもの｣であり､｢エン

グレ⊥ヴイングやエッチングといった版画芸術

の発展に努めることは不可欠なこと｣としてい

る｡版画部門は創設当初､学生には人気がなかっ

たようであるが､奨学金や留学援助のメリット

を提案したことで､優秀な学生が育ち､アカデ

ミー､ひいてはスペインの版画芸術に貢献する

版画家を輩出するに至った｡

また､1789年にマドリー ドで設立された王立

版画院calcograjtaRealは､主に複製版画の普及

を目的とした機関であった｡ 王立版画院に常駐

する職員は4人と少なかったが､一つの企画に

つき必要な人材を外部から招き入れて事業を成

すように少人数体制がとられていた｡つまり､

王立版画院は版画事業を統括するための管理部

といった趣があったのである｡王立版画院は､

18世紀の後半から19世紀を通じて､多くの版

画事業を成し遂げていくことになる｡

こうした状況に加え､マドリードではいくつ

かの印刷所､製本所も設立されている｡版画に

関する公的な機関の設立時期などと合わせて､

以下に列挙してみた｡

1752年 王立サン･フェルナンド美術アカデ

ミー設立される｡銅版画部長はフア

ン･べルナベ ･パロミ-ノ｡

1754年 マドリー ドにホアキン･イバラ印刷

所が開設される｡

1756年 マ ドリー ドで王立印刷所が開設さ

れる｡

1761年 マヌエル･ルエダの『銅版画術』(イ

バラ刷所)出版｡

1762年 マ ドリー ドで出版業者と印刷業者

の王立会社が設立される｡

1768年 バレンシアにサン･カルロス美術ア

カデミー正式に設立される｡

1772年 マドリードでアントニオ･サンチャ

の印刷所が開設される｡カヨ･サル

ステイオ 『カティリーナの陰謀とユ

ダルタの戦い』(イバラ印刷所)出

版｡

1777年 マヌエル･サルバドール･カルモー

ナ､王立サン･フェルナンド美術ア

カデミーの版画部長に就任｡

フアン･デ ･ラ･クルス･イ･オル

メディーリヤの挿絵版画による『ス

ペイン古今衣装集』出版｡

1779年 M･サルバ ドール ･カルモーナ､J･

バリェステル､F･セルマによる挿

絵のトマス･デ ･イリアルテ著 『音

楽』出版｡

1788年 マヌエル ･モンフオル ト､版画保護

の組織の必要性を報告｡

公的な機関､そして民間の出版業者による印

刷所などの設立は､この時代がスペインにおけ

る銅版画の最盛期であったことを十分に物語っ

ているであろう｡特に1780年代は､上記の出版

社から複製版画や､銅版画の挿絵を使った書籍

が多く出版された｡ゴヤが版画制作を行ってい

た時期の周囲の状況はこのように版画熱が高

まっていた時期であったのである｡ (T.K.)
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Ⅳ.5点のシングル ･プレート

ゴヤによる版画作品の中で､現存する最も古

いものは､聖主題の 《エジプト-の逃避》La

huidaa物 to(1774)fig.1と《パウラの聖フラン

シスコ》SaJ7FTanCl'scodeRau13(I778-1782)fig.

2というエッチングで制作された宗教主題の作

品であると言われている｡1774年ごろ6の作品

とされている 《エジプト-の逃避》は､現存す

るゴヤの最も古い版画作品であり､ここで使わ

れているハッチングの明暗表現は後にエッチン

グとアクアティントで制作されることとなる版

画集 《カプリチョス》LosCapFl'chosを想起さ

せる｡前景の人物群が力強く太い線で表現され

ているのに対して､背景に描かれた中景の草原

から遠景の空-かけての表現は軟らかく軽い

タッチで描かれている｡マドリードの国立図書

館が所有するたった一点しか残っていない 《ェ

ジブト-の逃避》は試し刷りであるとされてお

り､ゴヤが制作したサラゴサのカルトウジオ会

アウラ･デイ修道院の絵画連作 (聖母の生涯)

(1772-74)に関係するウイルソン･バレアウの名

前と 1774年に生まれたゴヤの第一子アントニ

オの誕生日が書き込まれている 7｡ この作品を

制作していたと考えられる1774年当時､28歳

のゴヤは出身地であるサラゴサで前述の連作絵

画などの仕事をしていた｡翌年の1775年には､

アントニオ･ラフェエル ･メングスの計らいに

よってゴヤはタピスリーのカルトン制作の仕事

を得､故郷を離れマドリード-と移住すること

となったので8､《ェジブト-の逃避》はサラゴ

サで制作された唯一の版画作品といえよう｡

もう一方の 《パウラの聖フランシスコ》もマ

ドリードの国立図書館が所有する一点の試し刷

りしか知られていないが､制作時期は1778年か

ら 1782年ごろとひらきがあり､ゴヤが初めて

エッチングによって本格的に制作したシリーズ

版画《ベラスケスの模写》の制作時期と重なる｡

この作品は 《ェジブト-の逃避》に比べて全体

に描刻線は細く､自然光というよりは聖なるや

わらかな光が無数の細かい線によって円光のよ

うにぼんやりと表現されているようである｡《パ

ウラの聖フランシスコ》の制作時期が1782年ま

でとされるひとつの理由は､唯一残る試し刷り･

に､1780年に生まれたゴヤの娘フランシスコ･

デ ･パウラの誕生日が書きこまれているためで

ある 9｡また､この娘の名前が 《パウラの聖フ

ランシスコ》にちなんでつけられたという指摘

もなされている｡

《聖イシードロ》sanIsidnoLabradorfig.3と

《首蜘刑囚》ElaganlOtadofig.4は二点とも1778

年から1782年､1785年と (ベラスケスの模写)

の制作時期と重なる｡12世紀の農夫であったマ

ドリードの守護聖人イシードロが法悦する場面

をあらわした 《聖イシードロ》の図像は､伝統

的な表現形式に倣っている｡イシードロは1622

年に聖人に列せられ､その後､彼の祝日である

5月15日にはマドリードの街でイシードロのパ

レードが行われるようになった｡前述したよう

にこの時期のゴヤはサラゴサから首都マドリー

ド-妻とともに移り住み､タピスリーのカルト

ン制作などの仕事をしていた｡

《首柳刑囚》では18世紀当時のスペインで代

表的な処刑法であった ｢首蜘刑｣を主題として

いる｡18世紀中頃から後半まで､スペインでは

異端審問所による異端者-の取り締まりが厳し

かったため､市民はこうした処刑の場面を日常

的に目にしたという｡スペインでは､ガロ-チ

garroteといわれる処刑道具による首蜘刑が典

型的な方法であった｡処刑場はたいてい広場な

どで､多くの場合一般市民がこの公開処刑を見

るために詰めかけたという｡ 処刑台に座らされ

た死刑囚は鉄製の首柳をされ､首と頭を杭に固̀

定される｡首柳を締め上げることにより､脳の

基底部で脊柱を脱臼させるのである｡ゴヤの作

品は処刑が終わり､死体が独房のような暗く

寒々しいところ-移された直後を蝋燭の尻かな

ゆらめきの中に措いているが､ここに描かれて

いる死刑囚は重罪をおかした犯罪者というより

は､狂気にかられた民衆の手にかけられた哀れ

な被害者のようにもみえる｡ゴヤは 《戦争の惨
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禍》の34番 《一本のナイフのために》Potuna

navaja fig.6でも同じテーマを取りあげている.

これは 《首柳刑囚》とは異なり､横長の構図で

描かれているばかりか､アクアティントを使わ

ずエッチングだけで制作されている｡場面は室

内ではなく屋外の公開処刑場で､ひしめきあう

多くの観衆が冷たくなり始めた死刑囚を取り囲

んでいる｡同じ主題を取りあげてはいるが､後

者の作品ではゴヤの死刑囚-向けられるより明

確な同情が表出しているといえるだろう｡アク

アティントの使われていない公開処刑場の空は

明るく､それを見守る民衆は一様に憐れみの表

情を浮かべ､彼が処刑されるべき人物ではな

かったことを表している｡版画集《戦争の惨禍》

は､ナポレオン軍によるスペイン侵攻で起こっ

たさまざまな惨劇を描いた作品であり､ゴヤの

目はフランスでもスペインでもない立場で､冷

徹に人間の持つ内なる凶暴性を告発する｡《首蜘

刑囚》では被害者-の憐れみにとどまっていた

ガロ-テによる処刑の図像表現は､啓蒙的な内

容で社会の悪弊を告発した 《カプリチョス》の

発売を経ると､処刑を見守る観衆の明確な意思

表示が書き加えられることにより､より残酷で

不条理な死を表現し得るに至ったといえる｡

《盲目のギター弾き》晦 7はゴヤ自身が1778

年に制作したタピスリーのためのカル トンを自

らが版画で模写したものであり､版画の制作時

期も1778年ごろとされている｡銅板はそれまで

制作されたなかではもっとも大きく､はじめて

の横長の作品である｡《盲目のギター弾き》では､

遠景から近景までを措刻線の強弱で四つの段階

に措き分けている｡太陽光に照らされた建物が

空気遠近法によりおぼろげに描かれている遠景､

右側の日傘に集う人物群と左側に牛飼いを描い

た中景､そして盲目のギター弾きと彼に集まる

人々を描いた前景である｡注目すべきは､中景

を二つの段階に措き分けていることであるCよ

り明瞭に影が捲き込まれている牛飼いと牛は､

右側の人物群よりも手前にいることがわかるよ

う措き分けられている｡(T.K.)

Ⅴ.ハッチング手法の変遷
ここまで､5点のシングル ･プレートについ

て､現在わかっている注文の経緯などを中心に

述べてきた｡では､それらの版で使われている

手法にはどういった違いがあるのであろうか｡

18世紀末のエッチング技法については､その具

体的な制作工程を､マヌエル ･ルエダによる銅

版画の技法書 『銅版画術』(1761)にみることが

できる｡ルエダの技法書は､フランスのアブラ

ハム･ボスによる 1645年の技法書 10をスペイ

ン語訳にしたもので､防蝕皮膜のためのワニス

処方などを､当時の腐蝕銅版画技法について紹

介している｡ルエダの技法書には､｢軟らかいワ

ニス｣と ｢硬いワニス｣の二種類のワニスと､

それぞれに対応する腐蝕液が紹介されているが､

パリでは多くの版画家が ｢軟らかいワニス｣ を

使用しているという項目があり､スペイン人が

パリで行われている版画制作を意識していた実

態を垣間見ることができる｡ルエダの技法書で

紹介されている材料や腐蝕液の処方は､現在の

版画制作現場で使われている化学的な薬品とは

大きく異なるが､銅を腐蝕する作用のある酸性

の腐蝕液であることや､その腐蝕液から特定の

箇所を保護する防蝕被膜があることなど､制作

工程上は現在と同じ効果､作用を得ることがで

き､制作内容自体に大差はないといえる｡伝統

的な技法は踏襲されてしかるべきであるが､作

家による手法はさまざまである｡ゴヤのシング

ル ･プレー トの場合は､版刻作業の前段階であ

る転写や､線の集合によって背景などに中間色

を表現するためのハッチングなどに初期の手法

の変遷をみることができる｡

最初に制作された二点の《エジプト-の逃避》

と《パウラの聖フランシスコ》からみていこう｡

《エジプ ト-の逃避》は､極めて初歩的な

エッチングで制作されている｡この作品に作家

の独創は顕著にみられないが､人物が身につけ

るマントの影がクロスハッチングで表現されて

おり､版画家ゴヤの手法云々というより､伝統

的な素描による陰影表現を正確に理解している
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ことがわかる｡《エジプト-の逃避》は人物にお

とされた影がクロスハッチングで表現されてい

るのに対して､《パウラの聖フランシスコ》では

版画集 《カプリチョス》の1番 No-1Fmncl'sco

Goyay Lucl'eJ7teS,Pl'DtOZ･Capri.flg.8であ

るゴヤ本人の肖像画で使われているような細か

く蛇行する線の集合で表現されている｡晦 9と

もにハッチングの手法としては典型的なものだ

が､前者のクロスハッチングは《カプリチョス》

の中ではまれな手法であるため､ゴヤの線表現

の変遷を追う上で興味深い｡また､《ェジブト-

の逃避》はエッチングのみで制作されているが､

《/iウラの聖フランシスコ》はドライポイント

が併用されていることからも両者には明確な技

法上の違いがある｡硝酸などの腐蝕液を使う

エッチングやアクアティントが間接法と呼ばれ

るのに対して､ドライポイントはビュランで制

作するエングレーヴィングと同様に直接法と呼

ばれ､腐食液を使わず銅板またはその他の金属

の版にニードルといわれる工具で直に版刻して

いく方法である｡ゴヤはドライポイントをシ

リーズ版画《ベラスケスの模写》やその後のエッ

チング作品で多用しているが､これは一般的に

一定の太さの線しか得ることができないエッチ

ング技法で制作された図像のなかに､濃い陰や

強い黒で図像にアクセントを効かせることを目

的として､リタッチの際に用いられる技法であ

る｡ここにもハッチングによる手法の変遷とお

なじく､版画技法の多様化をみることができる｡

エッチングの仕上げにドライポイントでリタッ

チする方法は版画家が伝統的に使っていた手法

である｡

マドリードの個人が所有する《聖イシードロ》

の準備素描はサンギーヌで描かれており､さら

に素描にはプレート･マークが残されている｡ll

《パウラの聖フランシスコ》の準備素描にはプ

レート･マークはみられないため､ゴヤが素描

を同じ構図で銅板に模写したものとされている

が､《聖イシードロ》では (ベラスケスの模写)

や 《カプリチョス》と同様に準備素描を銅板に

そのまま転写するためにプレス機を通した後に

つくプレート･マークが残されたと考えられる｡

fig.5この作品の銅版は紛失しているが､プ

レート･マークの形状からゴヤによる他の銅板

とは異なる特徴が原版にあったといえる｡ほと

んどの場合､ゴヤの作成した原版の四隅はヤス

リで角をおとして丸みを持たせている｡これは

刷り工程の際､プレス機の圧によって銅板の鋭

利な四隅の角が紙を傷つけてしまうのを避ける

ための工程であるが､《聖イシードロ》では角を

おとしただけで､丸みをもたせる工程はなされ

ていないのである｡この作品よりも以前に制作

されたと思われる 《ェジブト-の逃避》でも､

同時期の 《パウラの聖フランシスコ》でもこの

ようなプレート･マークは見られないため､《聖

イシードロ》の角の処理は極めて特殊であると

いえるだろう｡

最後に､タピスリーのカルトンから起こされ

た 《盲目のギター弾き》をみてみよう｡この作

品では､遠景から中景を経て､近景-と至る描

き分けがみごとになされており､シングル ･プ

レートの中でも秀逸な作品であるといえる｡こ

の作品にみられる描き分けは､ニードルを使っ

て線の太さを調整しつつ描く手法であり､止め

ニスを使って腐蝕時間を変えた手法ではないか

と推測される｡止めニスを使って措刻線の太さ

を調整する手法は 18世紀を通して版画家に

よって使われてきたが､この時期にゴヤはこう

した手法を習得したものと思われる｡また､ゴ

ヤはこの作品をドライポイントは使わず､エッ

チングだけで制作していることも注目に値する｡

(T.K.)

Ⅵ.結論にかえて
こうしてゴヤによる初期のシングル ･プレー

トについて概観すると､エッチングを基本とし

てそれに付随する手法を徐々に習得していった

という技法の変遷をみることができる｡ゴヤに

よって最初に制作された 《エジプト-の逃避》

では､初歩的なェッチングのみが使われていた
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が､次に制作された《パウラの聖フランシスコ》

では仕上げ段階で図像を修正するためにドライ

ポイントが使用されている｡しかし《パウラの

聖フランシスコ》においても､ゴヤは素描の転

写の段階で初歩的な失敗をしており､エッチン

グの制作工程を正確に行っていない｡《聖イシー

ドロ》においても､腐蝕の段階で失敗している

のか､斑の多い画面になってしまった｡ゴヤに

よる版画制作が安定するのは､次に制作された

《首柳刑囚》と 《盲目のギター弾き》であり､

ここでは､一般的な版画家が使用していた手法

を習得するに至り､かくして､《ベラスケスの模

写》シリーズの制作となるわけである｡とはい

え､これらシングル ･プレー トの制作時期には

大きなひらきがあり､こられの作品の間を埋め

る版画作品､つまり､ミッシング･リンクが発

見されることを願うばかりである｡シングル ･

プレートについては､制作年代や注文の経緯を

含めて､いまだに不明な点も多いが､今後も技

法を中心に研究を進めていき､ゴヤによる初期

の版画制作の実態を明らかにしていきたい｡

】ここで示したのは版画集の発売年であり､制作年で

はない｡制作順は､《カプリチョス》､《戦争の惨禍》､

《闘牛技》､《妄》の順であるが､《戦争の惨禍》と《妄》

はゴヤの生前には発売されなかった｡

2ァクアティントAquatintは､フランスの銅板画家ル･

プランスによって発明された腐蝕銅版画技法のひと

つである｡aqua'-水､tint-調子で､硬質な線表現の

中に､水彩画のようなマチエールを得ることができる｡

3colecciondeestampasdeasuntoscaprichosos,

inventadasygrabadasalaguafuertes,porDonFrancisco

Goya.Persuadido,elautordequelacensaradelo§e汀OreS

yvicioshumanos(aunqueparecepeculiardelaeloquencia

ylapoesia)puedetambienserobjetodelapintura:ha

escogidocomoasuntosproporcionadosparasuobra,entre

lamultitudodeextravaganciasydesaciertosqueson

comunesentodasociedadcivil,yentrelaspreocupaciones

yvulgares,autorizadosporlacostumbre,Iaignorancia6el

interis,aqueHosquehacreidomasaptosasubministar
materiaparaelridiclo,yexercitaralmismotiempola

fantasiadeIartifice.YdiomaUniversal:Goyaenla

BibliotecaNacional,op.°it.,p.178.

4ydt･omaUniversal:GoyaenlaBL･bZL･otecaNacional,

madrid,1996,pp.109-I14.

5JuanCarreteParrondo,LaestampaenEspaぬenelsiglo

XVIII,Goya:ArtistadesutiempoyartistazlnL'co,1999,

Tokyo,p.355.(邦題 :フアン･カレーテ･パロンド｢18

世紀スペインにおける版画｣『ゴヤ時代と独創』,1999,

読売新聞社,p.355.)

6ただしトマス ･ハリスは 《エジプト-の逃避》の制

作時期を1771年ごろとし､イタリア留学中か､スペ

インに戻ってきた直後の作品と推測している｡Tomas

Harris,GoyaEngravt'ngandLithographsII,Sam

Francisco,1983,p.4

7ul･omaunt･versal:GoyaenlaBL･b/L･otecaNacL･onal,OPI

°it.,p.109.

Bサラ･シモンズ著 大高保二郎 松原典子訳 『岩波

世界の美術 ゴヤ』2001年､岩波書店､43-44貢｡

9Y7dt･omaunL･versal:GoyaenlaBiblt･otecaNacL･onal,ibid･

10原題は 『酸と硬軟のワニスによる銅凹版画技法なら

びに銅版の印刷法とプレス機の組み立て方､その他こ

の技に関する事項』A.Bosse,Trat'cte'desMani占rleSde

GraverenTTaL'IledoucesurI'AL'rt'n.ParelMoyendesEazLr

Fortes&desVernirDuyleSetMols.EnsembledelaFacon

dJenlmprL'merlesPlanchesetdJenConstruiflelaPresse,et

autnschosesconcernanslesdt'tasArtes,Paris,]645. た

だし､ルエダが翻訳したのはコシャンが監督した1745

年版であるとされている｡

Hydt･omaunt･versal:GoyaenlaBt･bliotecaNacional,op･

°it.,p.110.
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■ヽ､･こてrT､>､

◆事fig.2 《パウラの聖フラ

ンシスコ》エッチング.ドライポイント. fig

.
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fig.3 《聖イシー ドロ

》エッチング.ドライポイント
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fig.6 《戦争の惨禍》,34番 く一本のナイフのために)
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fig.8 《カプリチヨス》,


